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2 他誌発表

新潟県における放射能調査

霜鳥達雄，土田智宏，山崎興樹

前年度に引き続き，平成22年度に実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査について，調査結

果の概要を報告した

調査結果は次のとおりである

l 全ベータ放射能

定時降水について測定したが，各試料とも例年と同レベルであった．

2 空間線董率

新潟市において測定したが各地点とも例年と同レベルであった．

3 核種分析

大気浮遊じん等について，ゲルマニウム半導体検出器により機器分析した結果，土壌等に 137Cs を

検出したが，いずれも例年と同レベルであった．降下物については 3月分の試料から 137Csが過去 3

年間の範囲を超えて検出され，このほか人工放射性核種としてiJ11, 134Cs, I36Csが検出されており，

平成23年 3月 11 日に発生した東京電力福島第一原子力発電所事故の影響と考えられた．

また，モニタリング強化として実施した定時降下物及び上水（蛇口水）からは， 1311が検出された．

第 53回環境放射能調査研究成果論文抄録集（平成22年度）， 190(2011). 

3 学会等発表

実施なし
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